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2022年度　講師派遣活動記録
整理番号：20221111

環境教育およびエコロジカルライフを実践するための講座開催事業

環境行動を実践する

髙根　美保 NPO法人エコライフはままつ

講師派遣 事業サイクル 継続事業

活動の目的

環境行動を「自分ごと」として考えて行動できることを目指す

2022年11月11日（金）12：40～14：15

浜松市西部清掃工場えこはま　講座室

高根美保

①環境行動についての説明とSDGｓとの紐づけ
②リユース実践活動（子ども服の分別体験）
③リサイクル実践活動（紙容器分別体験）・環境マークの重要性説明
④使用済ハブラシリサイクル事業説明

事業の成果

参加者：浜松市立富塚中学校3年生　7名
配布物：ごみ減量リーフレット、スッキリ・エコ自慢冊子、雑がみPP、紙容器リサイクルチラシ・手提げ袋、使用済ハブラシリ
サイクルチラシ、タッチペン

体験内容：もったいない子ども服　点検・サイズ表示・サイズ分け作業
紙容器リサイクル事業　持込商品の点検・分別作業

【参加者感想】
・ごみ減量の具体的手法がわかった。
・３Rの順番の大切さがわかった。
・リデュースのことは分かっていたが、リユース、リサイクルも大切なことを学んだ。
・紙容器の分別は、新たな取り組みとして良いと思った。
・服の分別について良く分かった。
・自ら、服の分別をしたことによってリユース、リサイクルできた。
　エコバック等は、８００回以上使用しないと素材を生かしたことにならないことを始めて知った。
・衣類の分別の基準が厳しいことが分かった。

事業の課題
環境行動の具体的な行動が理解されていない。また、行動の紐づけが理解されていないことが分かった。具体的な行動体
験を行うことで浸透が図れると考える。


